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平成２９年度第３回東久留米市総合教育会議 

 

平成２９年１１月１０日午前１１時１０分開会 

市立中央図書館 視聴覚ホール 

議題 （１）市立中学校の生徒の国語力向上について 

   （２）平成３０年度予算（教育費）について 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席者（５人）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

東久留米市教育委員会会議規則第１３条の規定に基づき出席を要求した者の職氏名 

企 画 経 営 室 長 佐々木 弘 治 

企 画 調 整 課 長 長 澤 孝 仁 

財 政 課 長 秋 山   悟 

教 育 部 長 師 岡 範 昭 

指 導 室 長 宍 戸 敏 和 

教 育 総 務 課 長 小 堀 高 広 

学 務 課 長 島 崎   修 

生 涯 学 習 課 長 市 澤 信 明 

図 書 館 長 岡 野 知 子 

主幹・統括指導主事 荒 井 友 香 

東 中 学 校 校 長 松 田   正 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

庶 務 係 長  鳥 越 富 貴 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍聴者 ２人 

 

 

 

 

市       長 並 木 克 巳 

教 育 長 直 原   裕 

委       員 
（教育長職務代理者） 尾 関 謙一郎 

委       員 宮 下 英 雄 

委       員 細 川 雅 代 

欠席者（１人） 
 
委       員 

 
 
細 田 初 雄 
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  ◎開会及び開議の宣告 

（開会 午前１１時１０分） 

○並木市長 ただ今より平成２９年度第３回総合教育会議を開催します。本日は教育長、教育

委員の皆さんにお集まりいただいています。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎傍聴の許可 

○並木市長 傍聴の方がお見えになっていますので許可したいと思います。よろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

 それでは傍聴を許可します。暫時休憩します。 

（休憩 午前１１時１１分） 

（傍聴者 入室） 

（再開 午前１１時１２分） 

 休憩を閉じて再開します。ここで傍聴の方にお願いがあります。傍聴していただくに当たり

ましてはお手元にお配りしている「教育委員会傍聴人規則」を準用させていただきますので、

ご了承願います。なお、お配りしている資料についてはご入用の場合はお持ち帰りいただけ

ます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎市立中学校の生徒の国語力向上について 

○並木市長 本日の議題であります「市立中学校の生徒の国語力向上に向けて」に入ります。

本市の学力向上は喫緊の課題であり、その中でも学習を支える力として、教科書を理解し、

自分の考えを表現する力、すなわち国語力が学校の教育活動全般に必要であることから、昨

年度来、国語力向上が必要であるという考えを私も発信してきました。 

先ほど、東中学校で国語の授業を参観してきました。そこでは生徒が自分の考えを自分な

りの言葉で述べることができていたと思います。自分の考えを、データと根拠を明確にして

述べる力は、社会で活躍する上で基礎となる力になります。 

それでは会議に先立ち、参観した授業の概要について指導室長から説明していただきます。 

○宍戸指導室長 本日は中学２年生の国語の授業を参観していただきました。ほかの人の意見

を聞き、新たなものの見方や考え方に気づくパネルディスカッションの学習です。生徒たち

は前回の授業までに、教科書の教材である「君は『最後の晩餐』を知っているか」という文

章を読み、筆者の物の見方や考え方を読み取り、併せて自分の知識や体験と関連付けて考え

をまとめる学習を行ってきました。この文章は筆者である布施英利氏が、有名なレオナル

ド・ダ・ヴィンチ作の「最後の晩餐」を見た時に「かっこいい」という感情を持ったもので

す。その「かっこいい」という自分の感情の動きがどこから来たものかを論理的に分析して

おり、大変興味深い文章です。今回の授業ではこの学習を踏まえてタブレットパソコンを一

人１台活用しながら、司会者や発表者を決めて話し合い、異なる意見や視点に触れ、自分の

考えの幅を広げようとしていました。 

平成２９年３月に公示された新学習指導要領では、国語科で新しく取り扱う項目として、

「情報の扱い方」が加えられました。話や文章に含まれている情報を整理したり、情報と情

報の関係を捉えたりすることは、国語科において育成すべき重要な資質、能力の一つである

とされています。本日の授業はこの項目に先進的に取り組んだものです。パネルディスカッ

ションの経験がほかの人の考えを知るきっかけになったり、自分の考えを見直す契機になっ

たりしたかが授業の見どころです。 
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○並木市長 ありがとうございました。中央教育審議会において、児童・生徒たちが「教科書

の文章を読み解けていない」との調査結果があることが報告されています。話や文章に含ま

れている情報を着実に理解することの重要性は、昨年度、本会で教育委員の皆さんとともに

指摘したとおりです。 

本日の授業をご覧になって、皆さんの率直な感想などを伺いたいと思います。 

○細川教育委員 先ずは授業を行っていただいた前川先生にお礼を申し上げます。中学２年生

は思春期真っただ中にいます。そのような子どもたちがどのような意見を出していくのか、

どのように意見交換が深まっていくのか、とても期待して授業を見させていただきました。 

  今日のような授業をするには相当な事前準備が必要になると思うのですが、その成果が本

日の授業にはとても出ていたと思いました。自分の言葉で意見や考えをきちんと述べようと

していたことは、とても良かったと思います。また、中学生の時からタブレットを使って対

話したり、授業を体験できることはこれから社会に出ても会議などにも役立っていくと思っ

て、半分うらやましいなと思いながら参観させていただきました。新学習指導要領の中では、

「主体的・対話的で深い学び」が求められていますが、生徒が「深く考える」ということを

教員がどのように見て評価していくのか、とても考えさせられました。 

○並木市長 私も参観して、生徒たちが主体的に学ぶ姿勢を大いに感じ取ったところです。 

  自分一人で分かったつもりになっても、ほかの人にうまく説明できないということはよく

あることだと思います。対話的に学ぶことで論理性も学べると思います。「深い学び」とい

うことについてご意見をいただければと思います。いかがでしょうか。 

○宮下教育委員 学ぶ、または学びという行為は単に知識を習得することに止まらず、それを

活用して自ら探求することで、より深まりが見られてきていると考えます。また、他者との

協働や外界との相互作用のある、対話的な学びの過程を経ることによって、自らの考えを広

げたり深めたりすることができると考えられます。学びの本質として大事な点は何かについ

てですが、中央教育審議会で論議し整理されている「学びの主体性と対話性」「深さ」の観

点です。学ぶことに興味、関心を持ち、見通しをもって振り返り、つなげていくという主体

的な学び、自分の考えを他者との対話の中で広げていくという対話的な学び、学んだことを

活用しながら新しい知識の獲得につなげていくという深い学び、これら三つの視点が重要だ

と考えます。特に深い学びに関しては、今までは「習得、活用、探究」という各教科共通の

中で考えて説明されてきましたが、教科を学ぶ本質的な意義を深めていく中では、教科の特

性を生かした見方や考え方を取り入れた学習過程による学びが注目されています。これら三

つの視点は、学びの過程としては一体として実現されるものですが、それぞれが相互に影響

し、展開されるものと考えます。相互のバランスに配慮しながら学びを推し進めていくこと

が、「深い学び」の姿だと考えています。 

○並木市長 ただ今、宮下委員から「深い学び」についての考え方をまとめていただきました。 

さて、本日の授業は深い学びに向かって指導されているということですが、東中学校の松

田校長先生の見解もお聞かせいただければと思います。 

○松田東中学校長 本日は本校の授業を参観していただきましてありがとうございました。本

日の授業者である前川智美教諭は、初任者の研究または研修を行っている東京教師道場で学

んでいまして、２年目になっています。道場で学び、新学習指導要領に沿った学習活動を展

開し実践していまして、先日も本市の授業改善研究会において研究発表をさせていただきま

したし、昨年も道徳の授業で研究発表をさせていただきました。 

ただ今、テーマになっています「深い学び」の実現に向けては以前からさまざまな思考ツ
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ールが出ていますので、それを授業の中で試しています。特に、今回は、ロジックツリーと

いうものを使って生徒の思考を深める手法をとっています。先ほど画面にも出ていましたが、

三角ロジックというものです。一つの結論に導くものに対してそのデータと根拠を三角形に

結び付けてどんどん結論を出していくという手法です。どんどん三角形をつなげて広げてい

きますので、次第に樹木のようになっていきます。それでツリーという言葉になっているの

ですが、生徒が普段考えていないようなところまで考えを深めていけるという手法が今日展

開されていたものになります。さらに、その実践を手助けするものとして、本日はＩＣＴを

活用させていただきました。特にタブレットパソコンを活用しましたが、生徒の考えを同時

に数として集約したり、または「誰が、どのような意見を持っているのか」を全員が分かる

形、見える形にできますので、授業の効率化には非常に有効な手段であることがご覧いただ

けたかと思います。 

小学校の段階では「筋道を立てて考える」ことが小学校において授業を深めていく手法だ

と思いますが、中学校の場合は「論理的な思考で深めていく」ことになります。今回の指導

要領の内容にあるような、根拠とそれに対する意見、または原因とそれに対する結果という

形で物事を見ていくという見方や考え方を生徒が学ぶことができたと思っています。 

今日の授業の中で一番のポイントとさせていただいたのは、最初の意見と最後の意見で生

徒がどのように意見を変えたのか、また、どのような理由から意見を変えたのか、その理由

の部分に焦点を当てたということだと考えています。 

○並木市長 本日の授業では、タブレットパソコンにはこういった使い方があるということも

見させていただきました。 

それでは、東中学校では国語力向上に向けて、どのような取り組みを進めているのか伺い

たいと思います。 

○松田東中学校長 東中学校では１学期の学力調査の結果から、書く力をもう少し伸ばさなけ

ればならないという課題が浮上しました。学年によっては新聞の社説等を書き写すことで書

く力を伸ばそうとしたり、原稿用紙１枚だと４００字で大変ですので半分の２００字にして

「２００字作文」という形で毎回作文を書くという取り組みをして書く力を伸ばしてきまし

た。しかし、今回の研究授業にもあるように、ただ「書きなさい」と言っても何を書いてい

いのか分からないという場合もありますので、一つの物事についてその理由を考えて自分な

りの意見を書く。この部分を教えていかなければ書く力につながっていかないのではないか

ということで、今回のロジックツリーや思考を地図に表すマップのようなものがあるのです

が、そういった手法を用いて書く力をとにかくつけていくという取り組みを行っています。  

また、本日の授業の時に、支援員として生徒の間を巡回していた教員が一人いました。週に

三日間ほどこの支援員を入れて、個々の生徒の国語力の対応についての支援もしています。 

○並木市長 学校での取り組み、また、新しい学習指導要領等の中での主体的、対話的で深い

学びについての全体的なこと伺えたと感じています。これまでのお話を伺っていますと、言

葉で話す、聞く、相手の伝えようとする内容をよく理解できるという能力が大変重要だと感

じてきました。本市の目指す国語力の向上は、これからの学校教育でますます重要な位置を

占めると考えています。 

  そこで、昨年度の１年間についても教育委員会では国語力向上に取り組んでいますので、

本市の学力の現状はどうなのかを伺いたいと思います。 

○宍戸指導室長 今年４月に実施された「平成２９年度全国学力・学習状況調査及び市学力調

査の結果について」というＡ３版の資料をご覧ください。小学校は６年生、中学校は３年生
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を対象とした調査になります。小学校では、主に基礎的な知識を問うＡ問題においては、正

答数の多い層が厚くなってはいます。しかし、活用を中心としたＢ問題では正答数が少ない

層が厚くなっています。これが現状です。本市の平均正答率を見ますと、国語Ａ、Ｂ、算数

Ａでは全国平均を上回っています。昨年度は全ての調査で全国平均を下回っていたことに比

べると、着実に成果を上げているのではないかと言えます。とは言っても東京都の平均と比

べますと、まだまだ課題が多いと捉えられます。 

  中学校では、平均正答率では数学Ａが全国平均を上回っています。その他についてはまだ

まだ改善の余地があると言えます。 

  小学校については、昨年度から国語力向上に向けて取り組みを行っていましたが、中学校

については今年度から取り組みを始めたところです。次年度の全国学力・学習状況調査の結

果が伸びることを期待しながら、現在、取り組みを進めているところです。 

○並木市長 「効果は徐々に上がりつつあるが、まだまだ改善の余地が大きい」というところ

だと思います。引き続きの努力が必要とのことです。 

調査結果についてですが、要因として考えられることがあるのか伺います。 

○宍戸指導室長 資料３枚目の「平成２９年度児童・生徒質問紙調査の結果【小・中学校】」

をご覧ください。全体では８０項目ぐらいありますが、その中で特に傾向の顕著な生活習慣

と学習習慣のそれぞれ４項目ずつについて掲載しています。右側の学習習慣を見ていただく

と、一番上、「学校で好きな授業がありますか」という質問に対しては、小学校では全国よ

りも「そう思う」率は多いのですが、中学校では残念ながら全国よりも低く、非常に大きく

減少していることが分かります。教科の内容が小学校から中学校に上がると一気に難しくな

ることが要因としては考えられますが、教員が分かる授業を展開し、子どもたちの意欲を引

き出す必要があると考えられます。また、家庭学習についてですが、「家で学校の授業の復

習をしていますか」という項目についても、家庭学習についての意識が本市においては小・

中学校ともに低い状況になっています。やはり、家庭と連携して学習習慣を定着させていく

必要があると考えられます。さらに、生活習慣を見ていただくと「自分には良いところがあ

ると思いますか」というところでは、自尊感情が全国に比べても低いことも分かります。こ

ういったところから課題を捉え、また、改善しなければならないことが幾つか考えられると

思っています。 

○並木市長 ただいま意識調査の結果の報告がありましたが、本市の子どもたちの日常生活の

特徴などもこういった結果からも分かってきます。このことは学校だけでなく、地域や保護

者の方々とも協力していく必要があるのだと思います。好きな授業のある子が少ないこと、

家庭学習の実践が全国よりも低いことは残念です。子どもたちがもっと自信を持って生き生

きと学んでもらいたいと思いました。 

  一方、学校の教員の方々が非常に忙しく、疲弊されているという報道もよく耳にします。

しかし、学力向上にはしっかり取り組んでほしいと思います。学校の授業に十分な時間がと

れないようではいけないと思いますが、皆さんのご意見を伺いたいと思います。 

○尾関教育委員 今、市長からもお話がありましたが、意識調査の結果で、本市の子どもたち

の自尊感情が全国平均や東京都の平均よりも低いということが気になりました。現状では目

立った大きないじめ問題は出ていませんが、自分自身を大切しないと他人も大切にはできな

いと思いますし、そういうことがいじめ問題につながっていくと言われています。気をつけ

ていかなければならないと思っています。 

  また、家庭学習の学習習慣も不十分ということですが、これも学校、教員だけではなく、
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地域や保護者も一緒になって子どもたちと向かい合っていくことが必要だと思っています。

それにしても、学校の教員が非常に忙しく、保護者や地域との関わり合いの時間や場を持つ

のはなかなか難しい現状もあると思います。報道によると、東京都では来年度から給食費の

徴収などは教員だけが担うのではなく、事務職員も担えるようにするなどの改革をするとあ

りました。本市の教育委員会でもこの議論はしょっちゅうしていまして、いろいろな対策を

つくっていきたいということです。教員が子どもたちの教育に全力を注げるためには、ほか

のさまざまな周囲の事務部門にとらわれているという状況では本来の教育ができません。保

護者や地域をも巻き込んだ教育はできないと思いますので、教育委員会としてもこの問題に

ついては議論をしていきたいと思っています。先生の働き方改革をめぐる問題には中学校の

部活問題などもあり、単なる事務的な問題以外にもいろいろ問題があると思います。そのこ

とについても議論をし、さまざまな取り組みを考えていきたいと思っています。 

○並木市長 さまざまな課題も含めてご意見をいただきました。子どもたち一人ひとりを大切

にする教育の実践を今後とも期待していきたいと思います。 

○直原教育長 今日は新しい国語の授業を見て、ほかの委員の皆さんもそうだと思いますが、

とても驚きました。国語の授業がこういうふうに変わっていくのか。新しい学習指導要領の

本格実施はまだ先ですが、もう既に新しい姿に向けて現場は走り出していることが分かりま

した。今までの授業のやり方を相当に変えていかなくてはいけない。そういう点で、一人ひ

とりの教員が大変努力しているのがよく分かりました。先ほど尾関委員からも話がありまし

たように、そういったことができるような条件整備をわれわれはしていなかくてはいけない

と思いました。 

  それから、先ほどの授業に関わって申し上げますと、しばらく前の新聞記事に日産自動車

の執行役員がインタビューに答えている記事がありました。日産自動車の社内を念頭に置き

ながら、その執行役員が、会社がグローバル化すればするほど日本人社員の出番がなくなっ

てくる。周辺的な仕事しか与えられなくなってしまう。なぜかと言うと、「日本人社員はい

いものを持っているのに自分の考えを明確に述べないので、仕事を与えられなくなってしま

う」というのです。その方は中教審の委員もしておられる方なので、教育の段階から相当に

頑張っていかないと大変なことになる、そういう警鐘を述べていました。それで、今日の授

業を見まして、もちろんまだまだ改善すべきところはあるのでしょうが、理由と事実の裏づ

けをもって自分の意見を述べる、パネルディスカッションの中で全ての生徒にそれが求めら

れていて、生徒の皆さんも今までとは違う、一人一人が何でそう思うのかということを問わ

れる授業だったので、そういう実践を通じて少しずつ新しい学習指導要領で求められている

論理的な思考力というものが少しずつ身に付いていくのかと感じました。今日は教師道場に

行っている教員の授業でしたが、ベテランも含め、新しい、今求められている指導方法につ

いて身に付けて実践していってほしいと強く思いました。 

○並木市長 「授業とはもはやあのように進化しているのだ」との感想を持ちました。先生方

も大変だと思いますが、これからも一人ひとりを大切にする教育を充実させ、工夫していっ

ていただければと思います。 

  この件は以上で終わります。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎平成３０年度予算（教育費）について 

○並木市長 次の議題に入ります。議題の二つ目「平成３０年度予算（教育費）」についてで

す。本格的な予算編成の前ですが、基本的なご意見をお聞かせいただければと思います。何
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かあればご発言ください。 

○尾関教育委員 学力の向上と施設整備という２点についてお話したいと思います。 

今日、国語の授業を受けて教育長からもご意見がありましたが、私も既に新しい国語の授

業が行われているのだなと思いました。子どもたちは次のレベル向上に向けても意欲的なこ

とを言っていましたし、なかなかああいう発言はできないでしょうから、成果が上がってき

ているのだと思います。本市は平成２８年度から国語力ステップアップ学習事業に取り組み、

２９年度では中学校でも展開しています。国語に特化した学力向上指導員を小学校３校、中

学校２校にも配置しているということです。しかし、今日のような先進的な授業はもちろん

必要ですが、先ほど指導室長から説明があったように、残念ながら全国学力学習状況調査で

はまだまだの結果ということでしたので、基礎的な知識が習得できる授業も必要だと思いま

す。東京都の平均よりは全てにおいてほぼ下回っているということですので、全国平均と比

較すること自体、あまり意味がないことなのではないかと思っています。東京都内である程

度同じ地域環境にある中で東久留米市が下回っているということについては危機感を持つ必

要がありますし、特に、国語の問題についても取り組んでいかなければなりません。全国と

比較するのではなく東京都の平均と比較しながら、特に、国語力について努力していかなけ

ればならないと思っています。新学習指導要領でも、国語力向上について３０年度も継続し

て取り組むとありますので、一層、国語力向上のためには東京都平均を上回るぐらいの水準

に行くために予算を確保しなければならないと思います。ぜひ他市や区部との比較もあるの

で、市の競争力という点からも予算はぜひ確保してもらいたいと思います。英語について申

し上げます。英語及び外国語活動の指導力を上げる必要があるということから、３０年度の

夏季研修ではＡＬＴ委託業者による研修を、本市が派遣した英語教育推進リーダーによる還

元研修に切り替えて、小学校教員の英語指導力向上のための研修をさらに充実させたいと思

います。また、学習習慣の確立のためには、国の地域未来塾制度を活用し、中学校へ学習支

援員の配置をしたいと思います。 

次に、老朽化した学校施設について申し上げます。先日、公開授業を参観する際に小・中

学校を回りました。教室は、中学生に対して「ちゃんと教室の中で勉強しなさい」と言えな

いような状況で、壁などもすごく老朽化しています。先生もそうですが、児童・生徒の勉強

への意欲を削ぐのではないかと思うぐらいの建物もあります。施設整備プログラムを策定し

ていますが、これから具体的に実行していくためにも、ぜひ、３１年度に予定されている工

事の前年度設計について確実に予算化してもらいたいと思っています。計画的にやっている

ということですが、施設については市が責任を持たなければならないのですから、老朽化し

た施設で授業をやること自体が学力向上の障りにもつながっていくのではないかと思います

ので、ぜひ予算を確保してもらいたいと思います。 

図書館については昨年度に、平成３３年度から中央図書館と地区館を一括して運営する指

定管理者の導入を骨子とした、新たな運営方針を策定しました。いろいろ議論があり、教育

委員会の中でも何度も議論して策定したわけですが、３０年度からは新たな開館時間の運用

や中央図書館の学習室の拡張などのサービス向上に取り組みます。また、管理運営面ではよ

り効率的で安定した運営を行うために、中央図書館の施設管理と窓口業務などの委託業務を

拡大したいと考えていますので、ぜひこの点についてもご理解いただいていろいろな支援を

お願いしたいと思います。 

いろいろ申し述べましたが、学力向上のために、市のできることを集中して教育面に予算

を投入していく必要があるのではないかと考えています。 
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○宮下教育委員 私からはＩＣＴ教育の推進と特別支援教育の充実の２点について申し上げた

いと思います。ＩＣＴ教育の推進については、今日の東中学校の授業を見て一目瞭然ではな

いかと思います。いろいろな地区では相当進められていますので、東久留米においても少し

拍車をかけて進めていく必要性があるのではないか。そのようなことを私はいろいろな学校

の授業を見ながら実感しているところです。先ず、そのような意味からしまして、平成２９

年度は東京都公立小・中学校ＩＣＴ教育環境地域整備支援事業で第七小学校、本村小学校、

そして今日の東中学校をモデル校として、電子黒板、実物投影機、タブレットパソコン等を

導入して教育活動の充実を図っています。先ほど、東中学校の校長からも授業の効率化のこ

との話がありました。授業の見える化についても話がありました。例えば、一斉学習におい

ては電子黒板や実物投影機を活用して挿絵や写真等を拡大したり、画面への書き込みをした

りすることで児童・生徒の興味や関心を高めることができます。今日の授業では画面への書

き込みはありませんでしたが、映像で文章があればそこに子どもたちが自分の考え方を書き

込むことができ、それを全員が共有して見ることができる。そのような一斉授業が行われて

いくのではないかと思います。個別学習においてはデジタル教材等の活用により、自らの疑

問について深く調べたり、自分に合った進度で学習したりすることができると思います。 

さらに、もう一つ盛んに言われているのが協働学習です。協働学習ではタブレットパソコ

ンや電子黒板等を活用してデータを共有すること、データを保存すること、またはデータを

新たなものに変えることができます。「変える」ということはデータそのものを変えるので

はなく、そのデータを基にしてグラフ化したり、図に表したりということです。今日のよう

に子どもたちが統計的に処理したときに直ちに棒グラフが作成できるということになります。

そうなれば一目瞭然に授業の効率化を図ることができるのではないかと思います。また、動

画で記録ができることです。動画で記録ができるということは、リアルタイムで再現できる

ということです。ということは、何か自分がよく分かっていなかったけれどもその動画を後

で見ることによって、「あ、そうか、見落としがある」ということが分かり、それこそ深い

学びにつながっていくのではないかという気がするのです。ＩＣＴを進めていくことにより、

学習活動を大きく広げることができると感じています。 

また、図書教材と連携したソフトウエアや活用のための実践事例や指導用マニュアル、資

料集、児童・生徒用活動シート、ビデオ教材などを組み合わせた教材も増えてきています。

これらを授業で効果的に活用することで、より一層の教員の授業力と学習活動の充実を期待

することができるのではないかと思います。「子どもを変えるのならば授業を変えなさい」

ということが言われます。「授業が変われば子どもは変わる」ということが言えるのではな

いだろうか。その一つの方策としてＩＣＴは有効的に作用するということを考えています。 

こうした教育効果を考えまして、全小・中学校のパソコン室に設置しているデスクトップ

パソコンの再リース満了を機にタブレットパソコンとキーボード、電子黒板等の整備に切り

替え、ＩＣＴ教育整備を図ることが重要と考えています。ぜひとも予算の確保をお願いした

いと思います。 

続いて、特別支援教育の充実について申し上げます。市立小学校の自閉症・情緒障害特別

支援学級の児童数がだんだんと増えてきており、今後も増加が見込まれています。より良い

教育環境で障害の特性に応じた適切な支援や指導を行うために、新たに神宝小学校に自閉

症・情緒障害特別支援学級を設置したいと考えています。また、東京都発達障害教育推進計

画では、平成３３年度までに都内公立中学校に特別支援教室を設置することとしています。

本市においても市立中学校に特別支援教室を開設し、支援を必要とする生徒への指導を開始
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するため、必要な物品購入及び簡易な工事を行いたいと考えていますので、よろしくお願い

します。 

○細川教育委員 私からは３点あります。初めに、入学準備金の入学前支給についてです。就

学援助費における入学準備金については、多摩２６市においても八王子市をはじめとする自

治体で入学前支給への対応を始めています。現在、本市では入学後に支給していますが、就

学援助受給世帯への状況を考えると、入学準備としてランドセルや制服などをそろえる必要

な時期に、必要な援助が行えればと思います。ですので、入学準備金の入学前支給について

予算措置をお願いしたいと考えています。 

次に、放課後子供教室についてです。放課後子供教室については平成２７年度から南町小

学校、第九小、小山小の３校の小学校で開始しています。２９年度はさらに３校、第六小、

第七小、本村小に拡大し、現在６校で実施しています。さまざまな学習・体験・交流活動を

実施していまして、児童の放課後の活動場所として非常に有意義な事業であることから、平

成３０年度以降も順次拡大し、最終的には全１３校に広げていきたいと考えています。学童

クラブとの一体運営については、引き続き市長部局と検討していくと事務局から聞いている

ことから、児童の活動場所の充実に向けて、ぜひとも必要な予算の確保をお願いします。 

最後に、市民スポーツの振興という点から申し上げます。上の原の屋外運動施設の整備工

事については野球・サッカー・グランドゴルフ・ターゲットバードゴルフ、ラグビーなど、

幅広いスポーツの利用に供するものとして、各団体からの期待はとても大きいものとなって

います。東京都のオリンピック・パラリンピックの補助金も活用し、整備に向けての必要な

予算の確保をぜひお願いしたいと思います。 

○並木市長 ただいま、各委員から３０年度予算について、多岐にわたるご意見を伺いました。

現在は各所管が次年度に必要な予算を要求している段階でして、今後、本格的な編成作業に

入っていきます。そういったタイミングがありますので、この場では言及は控えさせていた

だきますが、予算編成には知恵と工夫を出していくことが大切だと常に思っています。先ず

は貴重なご意見をいただいたことに感謝申し上げます。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎閉会の宣告 

○並木市長 以上で、平成２９年度第３回総合教育会議を終了します。本日はありがとうござ

いました。 

（閉会 午後零時１２分） 
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